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埋蔵文化財包蔵地（川西地区）の一部掘削について（第二報）

本日第一報でお知らせした国道１９２号徳島南環状道路７工区の埋蔵文化財包蔵地（川

西地区）の一部掘削について別紙の通り報告いたします。

平成２１年 ２月１３日

国土交通省 四国地方整備局

徳 島 河 川 国 道 事 務 所

【問い合わせ先】

国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所

TEL：088-654-2211（代表）

◎ 道 路 副 所 長 岡村 環 （内線２０５）
おかむら たまき

工務第二課長 門田 隆志 （内線４１１）
か ど た た か し

◎ 主たる問い合わせ先
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１．経緯

発生日 平成２１年 １月 下旬

徳島県教育委員会 現地調査日 平成２１年２月１３日（金）

発生箇所 徳島市上八万町川西地内（位置図参照）

発注者 国土交通省徳島河川国道事務所

概要 埋蔵文化財調査を継続中の徳島市上八万町川西地内において、埋蔵文化

財包蔵地の一部を国土交通省発注工事により掘削したものです。

２．誤掘削の概要

誤掘削面積 約１０５ｍ２ （幅５．５ｍ・延長１９ｍ）

３．工事概要

工 事 名：平成２０年度 川西高架橋下部工事

工 期：平成２０年９月１３日～平成２１年３月３１日

４．平成２１年２月１３日の現地調査の結果

徳島県教育委員会の見解

誤って掘削された箇所の壁面の調査を行った。その結果、柱穴の跡や溝跡などが

多数見つかり、掘削により、遺跡が破壊されていることを確認した。

５．原因

徳島河川国道事務所において、関係職員及び工事関係者から聞き取り調査を

行った結果、以下が原因と考えられます。

① 事務所内で、工事区間内の未調査区域の情報共有が不十分でした。

② P1 橋脚の基礎掘削作業において、想定以上に地盤が弱いことが確認され、ま

た湧水が発生したので安全確保のため掘削勾配を緩くして対応することとしまし

た。

この際、新たに掘削する区域については事前に埋蔵文化財調査の必要性を確認

した上で掘削すべきところを、事前確認を怠って埋蔵文化財包蔵地の一部を掘削

してしまったものです。

６．当該事案発生後の当面の対処について

① 徳島南環状道路全工事一時中断したうえ、発掘調査未了箇所を再度確認し、

国土交通省、徳島県教育委員会文化財課により現地確認を実施しました。

② 工事区域の埋蔵文化財包蔵地が確認できるようプラカードを１００枚設置し未

調査地の保全を実施します。

③ 工事図面の再点検（未調査区域の明示）を実施します。

④ 関係職員及び施工業者により再発防止協議会を開催し、当該事案に関する情報

共有と再発防止策の周知徹底を図ります。

上記のほか、引き続き県教委の指導を受けながら、再発防止措置を徹底してまい

ります。
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今回工事により過掘削した未調査地の一部
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② 川西地区　埋蔵文化財調査　範囲図

平成20年度埋蔵文化財調査範囲

当初掘削影響範囲外埋蔵文化財未調査範囲

A=2970m2

A= 640m2

未調査範囲掘削箇所

A=105m2

A1橋台側よりP1を望む




